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信州ハート

　外来担当医一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　循環器内科地域医療連携室　0263-37-3487

月 火　　　　　　　　　　　　　　　　 水　　　　　　　　　　　　　　　　 木　　　　　　　　　　　　　　　　 金　　　　　　　　　　　　　　　　

午前

池田（新患）
熊崎（再来）
越川（再来）
嘉嶋（再来）

富田（新患）
宮下（再来）
川上（再来）
本郷（再来）

小山（新患）
伊澤（再来）
越川（専門・冠CT)

熊崎（新患）
池田（再来）
小山（再来）
富田（再来）
笠井（再来）
矢崎  (再来・心不全)
島田(ペースメーカー)

宮下（新患）
越川（再来）
相澤（再来）

午後

池田（再来）
今村（再来）
越川（専門・血管)

笠井 (専門・心エコー) 富田（専門・Af) 今村（再来）

「心エコー外来」開設のお知らせ
　いつも先生方には、地域医療連携パスかかりつけ医として大変お世話になっております。
  さて、5月7日に信大病院新外来棟がオープンします。これを機会に、先生方がさらに信大循環器内
科をご利用しやすいように、病診連携の「心エコー外来」を開設する予定としています。
 「心エコー外来」は先生方からご依頼いただいた患者さんを対象に、専門医が心エコー検査を実施
し、当日検査結果をご報告する専門外来です。4月27日（月）に「第3回連携パス勉強会」の開催を
予定していますが、その際に詳しく運用についてご説明したいと思います。
  今春、信大循環器内科には、カテーテル治療、不整脈診療の各専門家が新たに県外から着任し、さ
らに診療体制が充実しました。
　引き続き、よろしくお願い申し上げます。

2009年4月吉日
信州大学循環器内科
池田宇一
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皆様のご参加をお待ちしております

宮下裕介（前湘南鎌倉総合病院循環器科部長)
信州大学附属病院、 諏訪赤十
字病院 で初期研修後、長野赤
十字病院で循環器研修を行い
信州大学薬理学研究室で基礎
研究後、長野県立木曾病院を
へて、愛心会湘南鎌倉総合病
院循環器科の齋藤滋先生の元

で動脈硬化性疾患全般の血管内治療にたずさわっ
て参りました。この度、信州大学附属病院で働か
せていただく機会を頂きました。長野県の動脈硬
化診療の発展に、微力ながら尽くしたいと思いま
す。宜しくお願いいたします。

新任ごあいさつ
川上　徹（前倉敷中央病院循環器内科医長)

健和会病院、小諸厚生総合病
院、榊原記念病院で内科・循
環器診療の研修後、福山循環
器病院、倉敷中央病院で循環
器診療を行ってきました。　
このたび、12年ぶりに長野県
で仕事をする機会をいただき

ました。これまでおこなってきました循環器診療　　
（特に不整脈・心不全診療）を発展させていく所
存です。よろしくお願いいたします。

第3回循環器連携パス勉強会のお知らせ
平成21年4月27日（月）19時～20時40分
Lecture 1     
　『本年度の循環器病診連携の目標と新外来棟について』
　　　　　　　　　　　　　　　　 　           胸痛センター副センター長　熊崎節央
Lecture 2
   『当院における心エコー外来開設と血圧管理の重要性について』 
                                                                                       外来医長　 笠井宏樹
   『心電図の読み方（パート2）』                                    助教　　  　相澤万象
          
                 会場：ホテルブエナビスタ　2階「メディアーノ」

お問い合わせ

ご質問・ご要望などございましたら、循環器病態学　
電話（0263-37-3352）または  e-mail  で  
junkan@shinshu-u.ac.jp  までご連絡ください。

信州大学大学院医学系研究科循環器病態学　
信州大学医学部附属病院循環器内科　
〒390-8621　長野県松本市旭3-1-1

胸痛センターホットライン

0263-37-3199
　　　   (専用回線・24時間対応)

　　　をご利用ください
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